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[2020年7月12日(日)] 

〇今朝の東京新聞1面トップに掲載された『都が感染状況の予測文書2通を廃棄 1通は本紙の情報公開請求後に 

<新型コロナ>』と題する記事を以下に転載させて頂く.「新型コロナウイルスの感染対策を巡り, 3月に厚生 

労働省クラスター(感染者集団)対策班の押谷仁・東北大教授から,東京都に示された感染状況の予測文書2通 

を都が廃棄していたことが分かった. このうち1通は,5月下旬に本紙が都に情報公開請求した後に廃棄した.

小池百合子知事は予測内容を「対策の参考にした」と述べており, 廃棄によって感染拡大直前の政策決定過

程が不透明になっている. 都が廃棄したのは, 押谷氏らが都内の感染者数などを予測・分析した2通の文書.

都の説明では3月17日と19日に示された. 17日文書では, 現状の対策のままだと2週間後に都内で約17,000人

に増えると予測. 都が提供した情報を基に, 押谷氏らが精査した19日文書では,感染者数が約3,000人に減っ

た. 押谷氏はさらに精査し,都と意見交換した21日に最終的な予測として「320人」を示した. 小池知事は23

日の記者会見で, 21日文書だけを公表し「感染者が増加する見通しがあり, 医療体制をしっかり準備してい

く」と述べた. 本紙は5月下旬,厚労省の対策班から3月に都に

提供された文書やメールを情報公開請求. 都は6月中旬, 21日

文書以外は不存在とした. 最初の3月17日文書について, 都の

吉田道彦・感染症危機管理担当部長は,「あやふやな試算だっ

たので押谷氏との会議後,すぐに廃棄した」と説明. 次の19日

文書は「中間の試算で,押谷氏からメールで受け取った」とし

「6月, メールの容量がいっぱいだったので削除した」と答え

た. 小池知事は4月6日の会見で「最初17,000, その次3,000が

出て, 300になって数字が大きく揺れていた」と, 廃棄された

文書の中身に言及していた. これについて,吉田部長は「21日

の文書を知事に説明した時,それまでの押谷氏とのやりとりも

口頭で報告した」としている. 都福祉保健局は廃棄した2通の

文書について,「算出根拠が不十分な作業途中のもので, 組織

としての利用を想定していない」と説明し,「行政文書には当

たらない」としている. 押谷氏は対策班の中心メンバーの1人

で世界保健機関(WHO)で2002年に重症急性呼吸器症候群(SARS)

の対策を担った経験がある.押谷氏に一連の経緯を質問したと

ころ,東北大を通じて「厚労省に問い合わせてほしい」と回答

があった. 厚労省の対策班は「有識者として押谷氏が,都に助

言したもので, 厚労省が発出した文書ではない」としている.  

◆NPO法人「情報公開クリアリングハウス」の三木由希子理事 

長「途中段階も公文書」 途中段階の内容だから公文書に当た 

らないという都の説明は論外だ. 途中の経過として,暫定的に 

提供された文書でも,職務上取得して組織内で用いれば公文書 

に当たる. 文書の中身は関係ない. 都の説明に従えば,最終的 

に決まったものだけを残せばいいことになる.それでは意思決 

定のプロセスが見えない. 都は,まだ収束していないコロナへ 

の対応を場当たり的なものにしないためにも,適切に公文書を 

管理するべきだ. ◆「検証逃れ」「証拠隠し」そしり逃れず 

東京都による感染状況の予測文書の廃棄は, 意思決定過程を検証できるように記録を残す, という公文書管 

理の理念をないがしろにするものだ. 都は取材に「文書を残すことで, なぜ前の試算を使わなかったのかと 

いう意見が出る可能性があり, 後に混乱を招くと判断した」と説明する. これでは検証を逃れるため, 証拠 

を隠したと取られても仕方がない. 都は豊洲市場の移転を巡り, 検証に必要な文書が残っていなかった反省 

から, 小池百合子知事の１期目に公文書管理条例を作った. 公文書の要件は「職務上取得した文書で, 組織 

的に用いるもの」としている. 取材では, 複数の都関係者が廃棄された文書を見たと証言. 内容は小池知事 



に報告され, 知事自身も「対策の参考にした」と公言しており,この要件に当てはまる可能性は大きい. 3月 

17～21日は, 感染拡大により2020年東京五輪・パラリンピックの延期論が高まった時期と重なる. 小池知事 

が週末や夜間の外出自粛を呼び掛けたのは, 五輪の延期が決まった翌日の25日. 都のコロナ対策に五輪が影 

響したのかどうかを含め, 検証にはこれらの文書が欠かせないはずだ. 2009年の新型インフルエンザ流行を 

受けて都がつくった行動計画も,「対応を検証して教訓を得るため, 対策の実施に係る記録を作成・保存し,

公表する」と明記している. 自らルールをゆがめ, 検証を阻むようでは, 都の判断を信じて自粛要請などを

受け入れてきた都民らの理解は得られないだろう.(署名記事)」 

 

[2020年7月14日(火)] 

〇今朝の朝日新聞天声人語の『火の神の願い』と題する一文を以下に転載させて頂く.「北海道の二風谷(にぶ 

たに)でアイヌ伝統の木彫り工房を営む貝澤徹さん(61)は,少年時代の一夜を覚えている. ストーブの前で弟 

と翌日の釣りの話をしていると, 両親に「火の神様の前でしゃべったら, 全部魚に伝わって釣れなくなる」 

と言われた. ▼火の神はアイヌの言葉でアペフチカムイ. 貝澤さんは, 白老町で開業した国立施設「ウポポ 

イ」 のために作品を頼まれ,この神を選んだ.「アイヌの文化では自然界にたくさん神がいる. 中でも火の神 

様はものごとを伝えてくれるんです」▼木彫りのアペフチカムイはウポポイの博物館に展示された. 貝澤さ

んの祖母をモデルにした女性の顔を囲み, 力強い彫り跡の炎が天に伸びる. 炎の隙間から細やかなアイヌ文

様がのぞく. よく見ると, 女性の口のまわりや手の甲には入れ墨の模様があった. ▼明治政府は, 女性の入

れ墨や男性の耳輪の風習を禁じるなど同化政策を進めた. 狩猟や漁労の生業を否定し, 学校でもアイヌ語を

話させなかった. 研究の名で墓所から遺骨が持ち去られた. ▼国際世論におされ, 政府がアイヌの人々を日

本の先住民族と認めたのは2008年のこと. 文化復興のために国がつくったのがウポポイである. ただ「国家

が観光に利用」「先住権はないがしろにされたまま」と抗議する人たちもいる. ▼貝澤さんがアペフチカム

イを彫ったのは, 樹齢400年を超すニレの埋もれ木だ. 明治以来150年の間に風前の灯にされたアイヌの壮大

な文化が, 再び豊かな火をともすよう願う.」 

 

[2020年7月16日(木)] 

〇昨日の東京新聞のコラム“筆洗”が気になっていたので,以下に転載させて頂く.「小学校や中学校の教室に 

鉛筆削り器が置かれるようになったのは1960年のある事件がきっかけらしい. 当時社会党委員長の浅沼稲次 

郎刺殺事件. 犯人は17歳の少年だった. ▼少年の刃物による事件という衝撃から刃物追放運動が起こる. 鉛 

筆を削るのに当時の子どもは「肥後守」のような小型ナイフを学校に持ってきていたが, これが心配の種と 

なった. で, 教室の鉛筆削り器である. ▼当時の親は安心したかもしれぬが, 本当に良かったのかという意 

見もある. 刃物は使い方を間違えれば危険なもの. 取り上げるのは簡単だが, 刃物のこわさを子どもが身を 

もって学ぶ機会が失われたのではないか. そういう考え方である. ▼文部科学省は中学生が学校に携帯電話 

を持ち込むことを容認する方針だそうだ. 原則禁止だったが, 災害時の緊急連絡手段 

になると方針を変えた. 校内での使用は引き続き禁止されるそうだが, 中学生は「や 

ったー」か. ▼ＳＮＳによるいじめの心配や学校側の管理負担を思えば慎重論もある 

だろう. 中学生の約６割がスマホを持つ時代だそうだが, 持たない生徒への配慮も必 

要になる. ▼持ち込みを認めるのなら, 正しい使い方をきちんと手ほどきするしかな 

い. 便利だが使い方次第では, 刃物以上に自分や誰かを傷つける危険な道具であるこ 

とをよく教えたい. ついでに, 誰がその料金を支払っているかも.」 💬 むかし「鉛 

筆削り器の所為で，子どもたちがナイフで鉛筆を削れない」という特集が新聞記事に 

なったことがあった．その当時は，お習字の墨を磨らないで墨汁を使うのと類似の現 

象かと思っていたが，まさかスマホが引き合いに出されるとは考えてもいなかった． 

教育の問題と云うのは，いつの時代になっても，一筋縄ではいかないものらしい． 

 

[2020年7月17日(金)] 

〇今朝の朝日新聞“天声人語”の『Don’t Go To』を以下に転載させて頂く.「「きょうの湿度では打ち上げは 

失敗します」. 科学者がこぞって反対するなか, 米宇宙軍の司令官は計画通りのロケット発射に固執する.

動画配信大手で見た米ドラマ「スペース・フォース」にそんな場面がある. ▼基地を視察に訪れた連邦議員

たちの目を気にして, 強引に打ち上げてしまう. 科学を信用しない理由を司令官は食事制限の健康法を引い

て説く.「科学者は,『炭水化物を食うな』と言ったと思えば『食え』と言う. 理解不能だ」▼ドラマの舞台



はトランプ米大統領が発足させた宇宙軍. 要はドタバタ喜劇なのだが, コロナ禍で科学と政治の綱引きが気

になる昨今, つい真剣に見てしまう. ▼政府の観光支援策「Go To トラベル」のぐらつきが止まらない. 緊

急事態の間は「自宅にいて」と連呼した政府が, このごろは「旅費を援助するから旅に出よう」. それがき

のうは「東京発着の旅行だけはご遠慮を」. 何ともめまぐるしい. ▼「政治的手腕とは明日・来週・来月・

来年どうなるかを予告する能力である」. 英宰相のチャーチルはかつて述べた. 予測のむずかしさを熟知す

る彼はこう続ける.「かつ,なぜそうならなかったかを説明する能力でもある」. コロナについて言えば, 来

週・来月の予告すら科学者にも困難ではあるが, 政治家たるもの, 施策のタイミング選びには慎重であって

ほしい. ▼そもそも「感染拡大が収束した後」に実施すると閣議

で決めたはずである. 当面はむしろDon’t Go Toではないのか.」 

〇本日の熊本日日新聞に『産業遺産, 赤レンガの発電所 流失 熊本 

豪雨で球磨川氾濫 八代市坂本町』と題する,地元ならではの記事 

があったので,以下に転載させて頂きたい.「熊本豪雨による球磨 

川の氾濫で八代市坂本町の産業遺産「旧深水(ふかみ)発電所」が 

流失した. 1921(大正10)年に建てられた赤レンガ造りの建物で,   

地域のシンボル的存在だった. 同じく今回の豪雨で流失した球磨 

川・深水橋の上流右岸にあった水力発電所. 近くの製紙工場に電 

気を供給していたが, 1988年に閉鎖された. 対岸で雑貨店を営む 

木村和子さん(88)によると,流失したのは4日午前6時半から同7時 

ごろ. 上屋のレンガがほぼ全部流され, 石積みの土台上のタービ 

ンがむき出しに. 水流のすさまじさを物語る. 「山の緑にレンガ 

が映えて好きだった. 60年以上見慣れた景色がなくなり, がっく 

り」と木村さん. 発電所を管理する日本製紙八代工場の竹田誠也 

総務課長代理(59)は「昭和20年代前半の最盛期には, 工場で千人 

ほどが働いていた」と語る. 瀟洒な外観が人気を集め, 最近は多 

くの写真愛好家らが撮影に訪れていた. 同市坂本町出身で市文化 

財保護委員の中村重之さん(73)は「文化財には指定されていない 

が, 今回の豪雨で流された球磨川第一橋梁と並ぶ貴重な遺産. 失 

われ残念」と惜しんだ.(署名記事)」 💬 赤い鉄骨の深水橋と共 

に，とても気になっていた被害であったので転載させて頂いた． 

 

[2020年7月18日(土)] 

〇今朝の朝日新聞社説『Go To 事業 立ち止まって見直しを』を転載させて頂きたい.「これで不安が拭えると 

はとても言えない. この事業はやはり,いったん延期して抜本的に見直すべきだ. 政府の観光支援策「Go To

トラベル」事業である. 国民や自治体から反対の声が相次いだため, 対象から東京都民と都内への旅行を外

したうえ, 予定通り22日に始めるという. その対応は泥縄と言わざるを得ない. おととい開いた政府の新型

コロナ感染症対策分科会は, 若者や高齢者の団体旅行や, 大人数の宴会を伴う旅行などは控えるよう推奨し

た. だが国土交通省は, この指摘への対応をまだ決めていない. 赤羽一嘉国交相はこうした旅行を支援の対

象外にすることも検討する考えを示した. しかし年齢や人数の線引きは難しいため, 自粛要請にとどめる可

能性もあるという. 問題の根底にあるのは, 経済活動の再開を急ぐあまり, 感染の実態から目をそらすかの

ような政府の姿勢だ.  8月をめざしていた事業の開始を今月22日へ前倒しすると, 政府は10日に突然発表し

た. 夏休みシーズンに間に合わせるためというが, 発表前日に東京の１日当

たりの感染者数が過去最多を更新したばかりだった. そのため全国の自治体

などから「感染拡大を招きかねない」と反対が噴出した. 緊急事態宣言の解

除後, 政府は「新たな感染者は東京都の夜の街に集中している」と強調して

きた. その結果, 対応が後手に回っているのではないか. 実際には足元では

感染者は全国的に増加傾向にあり, 経路不明のほか職場や家庭での感染者も

目立つようになっている. 今後, 首都圏や関西圏などでさらに感染が拡大し

た場合に,事業の対象地域を迅速に見直す用意が, 政府にはあるのだろうか. 

コロナ禍で苦境に陥る旅行業界の支援が必要なのは言うまでもない. 感染拡

大の防止と社会経済活動の両立をめざす必要もある. だからといっていま,

れんが造りの建物が流失し, 石積みの土台とタービンのみが残
った旧深水発電所=15 日, 八代市坂本町（小型無人機で撮影） 

熊本豪雨で流失する前の深水発電所=2017年1月( 日本製紙提供) 
(熊本日日新聞) 

東京新聞 2020.7.18. 



税金を投じて旅行を促すべきだということにはならない. 東京都の住民や業者も同じ納税者だ. 東京都だけ

を対象外にして事業を進めるのは, 公平性の観点からも疑問が残る. 朝日新聞は社説で, 事業の実施をいっ

たん見送って1.35兆円の予算は自治体に移し, 地域独自の観光支援策を後押しするよう提案してきた. どん

なかたちで観光業を支援するのかという判断は, 地域に委ねるべきだと考えるからだ. 未知のウイルスへの

対応は, 状況に応じた柔軟さが求められる. 一度決めたのだからといって, 見切り発車は許されない.」 

〇Ｊタウンネットが今朝配信した『「数十年後に森になる」計画で作られたビルが話題 完成から25年...その 

現状は？管理会社に聞いた』を以下に転載させて頂きたい．福岡出身者にとって無視できない情報である． 

「アクロス福岡(福岡市). 九州最大級の繁華街・天神にある,国際会議場や音楽ホールを備えた複合施設だ. 

そんなアクロス福岡が「35年後には森になる」という投稿が, ツイッターで注目を集めている. 福岡の中心 

地にある施設が2055年には森になる...？ いったい, どういうことだろうか. これは1995年, 25年前のアク 

ロス福岡完成当時の写真だ. 階段状の建物が近代的な印象を与える. 話題になったツイートによれば, アク 

ロス福岡はこの完成当時から「60年後には森になるらしい」といわれていたとか. しかし, この写真を見る 

限りではうっすらと緑はあるものの「森」といった印象は 

全くない. だが,それから23年経った2017年,アクロス福岡 

はどうなったかというと... なんと木が青々と生い茂って 

いるではないか. これは確実に「森」に近づいていってい 

るような気がする. Jタウンネットは2020年7月16日, アク 

ロス福岡のビル全体を管理するエイ・エフ・ビル管理を取 

材し, 詳しい話を聞いた.「九州の山に近づけている」 こ 

の森は「ステップガーデン」と呼ばれ,ビルの2階から14階 

までの天井部分に木が植えられている. いわゆる屋上緑化 

だ. 建物の南側に広がる天神中央公園の緑との一体化をコ 

ンセプトに作られたという. 担当者によれば「当初は外来 

種も含め, 様々な木を植えていました. しかし現在は, 風 

や鳥が運んできた種などから, より自然に近い形で新しい 

木も増えています」とのこと. 「あと35年で森になる」と 

いう情報がツイッターで話題になったことについては, 次 

のように話す.「最初に60年で...と決めていたかどうかは 

分かりません. 今もあと35年で, ということを目指してい 

るわけではありません」つまり, 施設を森のように緑化し 

ていくというコンセプトがあることは事実だが, 具体的な 

年数までは定めていないようだ. その上で担当者は「現在 

は, より九州の山の環境に近づけていくような方針になっ 

ております. また, 秋の紅葉をもっと楽しんでいただける 

ように広葉樹も増やしているところです」と今後の展望を 

説明. また「元々は人工土壌を使用していましたが, 時が 

経ち, 現在は腐葉土になっています. また, 備え付けのスプリンクラーを使わなくても雨水だけで十分, 緑 

は育っています. 50年,100年と経って, もしビルがなくなることがあっても, そのままどこかに移植できる 

ような自然な森を目指しております」としていた. すでに微生物や虫, 鳥なども住んでいるそう. これから 

もステップガーデンは, どんどん自然に近づいていくのだろう.」 

 

[2020年7月19日(日)] 

〇今朝の朝日新聞“天声人語”の『東京東京東京……』を以下に転載させて頂く. 「「東京東京東京東京東京 

東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京 

東京東京東京東京東京東京 書けば書くほど恋しくなる」そう記したのは少年時代の寺山修司である(『誰か 

故郷を想はざる』). ▼青森から数年後に上京することになる寺山だが, 東京への憧れは尋常ではなかった. 

人々を引きつけてきた大都会. それが今は,外からこう映るか.「東京東京……聞けば聞くほど遠ざけたくな 

る」▼東京都の新型コロナの新規感染者が, きのうも290人に達した. 感染は全国に広がりを見せているが, 

現段階では首都圏が目立つ. 政府はあわてて観光支援策「Go To」事業から東京を外した.▼「諸悪の根源は 

東京」と口走った知事もいた. すぐ撤回したとはいえ, 感染対策に気を配っている都民には酷な話だろう. 

近代的な雰囲気（画像はアクロス福岡公式ホームページより） 

森だ...！（画像はアクロス福岡公式ホームページより） 



もっとも首都に住む人にも脱出願望が芽生えているようで, 最近の調査では「地方暮らしに関心がある」と

いう人が増えている. ▼人がやたら多く, 店もやたら多く, 歩くだけで刺激がある. そんな大都市の魅力は

脆弱さと紙一重だったと感染危機が教えてくれた. 地震など自然災害でも同じことが言える. コロナ後もこ

のままの東京でいい, とはいかないだろう. ▼本当なら今頃は, 五輪の直前で「ウェルカムトゥー東京」の

文字があちこちで見られたはずだ.「東京者, ゴーホーム」と各地で叫ばれていないだけまだましか. えっ,

もう言われてる？」 

 

[2020年7月21日(火)] 

〇今朝の毎日新聞社説の『アヤソフィアのモスク化 宗教対立あおりかねない』を以下に転載させて頂きたい. 

 「トルコのエルドアン大統領がイスタンブールの博物館, アヤソフィアをモスク(イスラム礼拝所)にするこ 

とを決めた. 異文化共存を象徴する施設がモスク化されることで, 宗教対立が深まる事態を懸念する. ビザ 

ンツ文明を代表する建築物で537年,ギリシャ正教の総本山となった. 13世紀に一時, カトリック大聖堂とな 

り,オスマン帝国がコンスタンティノープル(現イスタンブール)に入った1453年からモスクとして使われた. 

トルコ共和国が建国されると, 非宗教化を進めるアタチュルク大統領の下, 1935年に博物館となった. キリ 

スト教時代のモザイク画とイスラム教の尖塔が共存する珍しい施設だ. アヤソフィアを含むイスタンブール 

歴史地区は1985年, 異なる文明を2000年にわたって伝えてきたとして国連教育科学文化機関(ユネスコ)の世 

界遺産に登録された. その中心施設アヤソフィアには昨年,約370万人の観光客が訪れている. トルコは現在 

イスラム教徒が多数の国である. 保守的なイスラム教徒にはかねて, アヤソフィアをモスクに戻すべきだと 

の声があった. 大統領の決定理由は不明だが, 保守層の支持を取り付ける狙いがあったとの観測は根強い.  

昨年６月にイスタンブール市長選挙で大統領に近い与党候補が敗れた. 国内最大都市での敗北は大統領の打 

撃となった. 新型コロナウイルスの感染拡大で, 観光立国トルコの経済は悪化している. 危機感を持った大 

統領が, 文化施設を政治利用したのなら見過ごせない. モスク化の決定に対し, アヤソフィアと関係の深い 

隣国ギリシャやロシア, 欧州連合(EU)や米国から非難が相 

次いだ. ユネスコも声明で, 事前協議がなかったことに遺 

憾を表明している. モスクになった後も, 礼拝時間以外は 

博物館として利用され,観光客の立ち入りも可能だという.   

それを根拠にエルドアン氏は，欧米などからの批判に対し 

「国家主権への攻撃」と反論する. ただ, アヤソフィアは 

人類普遍の遺産だ. 宗教対立を深めないためにも, トルコ 

はユネスコが求める協議に応じるべきだ.」 💬 以前に本 

サイトに関連の話題を掲載させて頂いたことがあるので， 

 “折々のトピックス”「本郷・湯島界隈で見かけた魅力的 

な著作(題目縮小，2018.11.11.編集)」を参照願いたい． 

 

[2020年7月23日(木)] 

〇東京新聞は今朝のコラム筆洗で『徳冨蘆花の見たアヤソフ 

ィア』を以下のように取り上げていた. 「小説家の徳冨蘆 

花は明治の後半, ユーラシア大陸を旅している. トルコの 

イスタンブールで「サン, ソフィアの寺」を訪ねた. ＜成 

程(なるほど)大きなもの也(なり)＞. 美しい大理石の威容 

を『順礼紀行』に記している. 後の世界遺産「アヤソフィア」である. ▼大伽藍をイスラム教徒が次々に訪 

れる様子も書き留めた. ＜メッカの方に向ひ, 一起一拝一伏一拝するを見る. また他の一隅に…コランを講 

ずるを見る＞. トルコの人は東方正教のロシア人やギリシャ人が入ってくるのを喜んでいないとも書いた.

▼キリスト教の大聖堂として約1000年,イスラム教のモスク(礼拝所)として約500年, 博物館として80年あま

りの歴史を持つアヤソフィアにまた転換点が訪れたようだ. トルコのエルドアン大統領が再びモスクとする

大統領令に署名した. ▼一度訪ねたいと思っている方も多いだろう.年間400万人近くが訪れる世界的観光地

に,蘆花が見た100年あまり前の姿が戻ってくるのかもしれない. ▼過去の遺物ではない, 長い間そうだった

ように, 現役の宗教施設なのだという考えに説得力はあるだろう. 博物館としての機能も維持されるようで

ある. 一方で昔のような宗教対立の芽にならないかと懸念する声が国際社会に響いている. ▼経済が振るわ

ない中,人気獲得の一国主義的な策という見方もある. 長い歴史の中でも今は融和がほしい時に思えるが.」 

アヤソフィア外観：写真は 2009 年に筆者が撮影したもの． 

アヤソフィアの内部：写真は www.artlogue.net/ayasofia-istanblu より 
転載させていただいた． 



〇昨日から注目されている杏林大医学部の山口芳裕主任教授の発言について，今朝の東京新聞は『「医療は逼 

迫していない」は誤り 政府見通しの甘さを危ぐ 東京都モニタリング会議』と題して，以下のように報じて 

いる.「東京都内の新型コロナウイルスの感染状況を評価する22日の都のモニタリング会議で,杏林大医学部 

の山口芳裕主任教授は, 菅義偉官房長官などの閣僚が「都内の医療体制は逼迫している状況にはない」と発 

言していることを「誤りだ」と批判. 医療提供体制の見通しを強く危惧した.(署名記事) 山口氏は現在の医 

療提供体制について「さまざまな努力で何とか踏ん張っている」が, 逼迫に近づいていると指摘.  

（1）入院患者が21日時点で949人と前週の1.4倍に増加  

（2）新規感染者のうち経路不明者の増加率(直近7日間平均)が150％超  

（3）保健所から都への入院調整依頼が約100件と前週から２倍になり調整が困難になっている―  

ことを挙げ,「病床拡大は時間がかかる. 2週間先を見越して評価する必要がある」とした. 都はこの日, 医 

療提供体制の警戒度を４段階で２番目に重い「体制強化が必要」に据え置いたが, 山口氏は「大丈夫だから 

遊びましょう, 旅しましょうという根拠に使われないことを切に願う」と緩みを戒めた. 国立国際医療研究 

センターの大曲貴夫国際感染症センター長も「(直近7日間で)平均232人の患者が報告される中, どう医療を 

提供するか負担は大きい」と述べた.」 💬 政治に支配されない本当の医師の言葉を聞いた気がする． 

〇熊本日日新聞に『球磨川堤防外側から決壊 人吉2ヵ所は氾濫水戻った形跡』と題する記事があったので以下 

に転載させて頂く.「熊本県南部を襲った豪雨で人吉市の球磨川の堤防2ヵ所が決壊したのは, 一度, 堤防を 

越えて市街地に出た水が再び川に流れ込んだのが原因とみられることが国土交通省九州地方整備局(九地整) 

の調査で分かった. 大規模な浸水被害は, 堤防の決壊前に発生していた可能性が高い. 球磨川の堤防は人吉 

市中神町の右岸で約30m, 近くの左岸で約10mにわたって決壊. 九地整の堤防調査委員会が現地を調査したと 

ころ, 破損した堤防のアスファルトや土が川の内側に流れ落ち, 土手の草木も川の方に倒れていた. 九地整 

によると, 豪雨が発生した4日, 人吉市を流れる球磨川の水位(人吉水位観 

測所下流約700mにある大橋の危機管理型水位計)は午前9時50分にピークの 

7.25mを記録. 観測史上最高だった,1965年7月の5.05m(人吉水位観測所)を 

2.20m上回った. 川が氾濫し,田畑や民家が広範囲に浸水. 堤防自体は完全 

に水没した. 決壊した現場は, 地形的に周囲よりも低い場所にあり, 特に 

水が集まりやすかったという. 水位は堤防より2,3m高くなっていたとみら 

れ、その水が, 水位が低下し始めた川に勢いよく流れ込み, 堤防が崩れた 

可能性が高い. 九地整は「一般的な決壊は増水した川の勢いで堤防が外側 

に崩れるが, 今回は逆の流れのようだ」と分析している. 同様のメカニズ 

ムによる堤防決壊は, 昨年10月の台風19号で大きな被害が出た宮城県丸森 

町の阿武隈川流域でも発生している.(署名記事)」 

 

[2020年7月24日(金)] 

〇今朝の東京新聞社説の『五輪まで１年 開催への道筋は確かか』を以下に転載させて頂く.「新型コロナウイ 

ルスの収束が見通せない中, 1年後の東京五輪をどう開催するのか. 国際オリンピック委員会(IOC)と大会組 

織委員会は具体的な道筋を示し, 世論の賛同を得て進めるべきだ. IOCのバッハ会長は15日の記者会見で,コ 

ロナ禍を踏まえて「さまざまなシナリオを検討している」と述べた. しかし, シナリオの具体的な中身には 

乏しい. 新型コロナによる世界の死者は米国や南米,インドなどを中心に1日に約4000人に上る. 選手,観客, 

ボランティアらの安全・安心を確保した上で, 円滑な運営ができるのか. ハードルは相当高い. 選手には,

五輪本番まで十分な練習環境が必要になる. 出場者の選考プロセスにも参加しなければならない. 海外から

入国する際の検疫や隔離も難題だろう. 観客は観戦チケットの有効性に疑問を持っている. 「三密」対策で

入場人数が抑えられれば, 観戦ができなくなるからだ. ボランティアには感染リスクの高い高齢者, 入国可

否が不透明な外国人も含まれる. 必要な人数を確保できるのだろうか. 開催予算は昨年12月時点で約1兆3千

億円だが, 延期で生じる追加費用は不明である. 山積する課題に,IOCと組織委は具体策を示していない. 主

催者として早急に道筋を示し, 国内外の世論の理解と賛同を得なければ大会の成功は望めない. 五輪は世界

最大のスポーツイベントにとどまらず, 人類の平等や連帯を実感させる「平和の祭典」としての役割を果た

してきた. 今も差別や分断が絶えない世界で, その意義は薄れていない. しかし, 五輪は近年, 商業主義と

グローバリズムで肥大化が著しい.「Too big to fail」つまり大き過ぎてやめられない存在になっている.  

IOCの規格に合う施設を新設するなど,開催国・都市には重い負担がのしかかる. 大会後に巨額の赤字を抱え 

たモントリオールやアテネ, 施設が廃虚となったリオデジャネイロは五輪が「負の遺産」と化した実例だ.



東京でその愚を繰り返してはならない. 感染症の深刻なリスクが現実となり, 今後は開催に手を挙げる都市

は先細りするだろう. 莫大な放映権料やスポンサー料に頼る,IOC自身が変わり, 運営しやすい大会へスリム

化する. その第一歩を東京で示すことが, 五輪の

未来につながるのではないか.」 💬 開催国には

何の権限もなく,全ての決定権をIOCが握っている

現状を改善しない限り，また，極端な商業主義を

廃しない限り，オリンピックは形骸化する一方で

あろう．若いアスリートに「メダルを取りにいき

ます」「いい色のメダルが欲しい」などと言わせ

ること自体，すでにオリンピックが商業主義に毒

されていることの証であろう． 

〇今朝の東京新聞に掲載されていた北丸雄二氏のコ 

 ラム『朝令暮改支離滅裂』を右に転載させて頂く. 

非常に良くできていて感服させられている． 

 

2020年7月24日 文責：瀬尾和大 


